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(百万円未満切捨て)

１．平成25年12月期第３四半期の業績（平成25年１月１日～平成25年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第３四半期 1,707 9.1 184 337.0 191 296.2 173 282.9
24年12月期第３四半期 1,565 △3.8 42 33.2 48 37.0 45 64.0

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年12月期第３四半期 6,086 00 ―

24年12月期第３四半期 1,589 60 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年12月期第３四半期 1,754 1,323 75.4

24年12月期 1,516 1,147 75.7

(参考) 自己資本 25年12月期第３四半期 1,323百万円 24年12月期 1,147百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

25年12月期 ― 0 00 ―

25年12月期(予想) 0 00 0 00

３．平成25年12月期の業績予想（平成25年１月１日～平成25年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,250 6.5 150 146.4 156 129.3 140 118.6 4,902 99



  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付

資料４ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 有

 ④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年12月期３Ｑ 28,584 株 24年12月期 28,584 株

② 期末自己株式数 25年12月期３Ｑ 30 株 24年12月期 30 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期３Ｑ 28,554 株 24年12月期３Ｑ 28,554 株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）における我が国経済は、政権

交代による経済政策転換に伴い、円高の調整や株式市場の回復、公共投資の拡大や個人消費の持ち直し

による企業収益の改善など明るい兆しが見えてまいりましたが、一方で、中国など新興国では経済成長

が鈍化する傾向が見られました。 

このような経済環境の中、当社の主要なマーケットであります製造業の分野では、住宅メーカー、住

宅設備メーカー、新エネルギー関連企業のＩＴ投資が活況でありました。また、公共事業の分野では、

社会の安心・安全への要請の高まりから、防災・減災関連やインフラ維持管理への予算配分が増加傾向

にあります。 

当第３四半期累計期間のソリューションサービス事業は、大手企業からの好調な引き合いを背景に底

堅く推移いたしました。また、エンジニアリングサービス事業も防災・減災関連業務、ならびに環境ア

セスメント関連業務が堅調に推移いたしました。 

これらの結果、当第３四半期累計期間の売上高は1,707,162千円（前年同期比9.1％増）、営業利益は

184,664千円（前年同期比337.0％増）、経常利益は191,867千円（前年同期比296.2％増）、四半期純利

益は173,779千円（前年同期比282.9％増）となりました。 

  

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 

・ソリューションサービス事業 

製造業向けソリューションサービスについては、業務の効率化を支援する自社ソリューションを中

心に展開しております。前事業年度後半より消費税率引上げに伴う駆込み需要に向けたＩＴ投資の活

性化もあり、受注状況は好転し、順調に伸長しております。 

また、中核事業である住宅及び住宅設備メーカー向け営業・保守支援システム、太陽光パネル見積

システムや新たな営業支援ソリューションであるＷｅｂＣＡＤ[※１]（製品名：ＷｅｂＬａｙｏｕｔ

Ｐｌａｎｎｅｒ）の大型プロジェクトの受注が順調に推移しました。 

今後は、新たなソリューションであるアフターサービス向けＣＲＭ[※２]（製品名：ＦｉｅｌｄＰ

ｌａｎｎｅｒ）及びＰＬＭ[※３]（製品名：ＡｒａｓＩｎｎｏｖａｔｏｒ）の早期案件獲得に注力

し、更なる事業拡大を目指してまいります。 

さらに、新たな試みとして、消費税率引上げ後をにらんだ営業力強化のための営業提案ソリューシ

ョン（製品名：営業ＳｏｌｕｔｉｏｎＮＡＶＩ）の販売に注力しております。 

これらの結果、当第３四半期累計期間の売上高は921,034千円（前年同期比9.5％増）、セグメント

利益は175,888千円（前年同期比68.1％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報
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・エンジニアリングサービス事業 

社会の安心・安全への要請の高まりから、防災・減災関連事業では地盤・構造解析及び津波・氾濫

解析業務が増加し、市場の拡大が見込まれるインフラアセットマネジメント事業では下水道施設等の

アセットツール開発や施設長寿命化策定コンサルタント業務が伸長しました。 

また、環境関連事業では、エネルギー需給等の市場動向により環境アセスメント関連業務が堅調に

推移したほか、小売業の業態流動化に伴い大規模小売店舗立地法コンサルタント業務も手堅く推移し

ております。 

さらに、当期から本格的に事業を開始したＣＩＭ[※４]コンサルタント事業は、土木分野における

３次元データによる設計・施工・維持管理の要請から、システム導入支援、３次元モデリング、デー

タコンテンツ販売等関連業務が着実に立ち上がっております。 

加えて、新たな試みとして、大量データ解析（空間・統計・相関）のノウハウを活かし、地域防

災、気象災害、生活環境に関する意思決定支援サービスの事業化に取り組んでおります。 

これらの結果、当第３四半期累計期間の売上高は786,128千円（前年同期比8.5％増）、セグメント

利益は177,319千円（前年同期比51.2％増）となりました。 

  

※１：ＷｅｂＣＡＤ  

Ｗｅｂブラウザで動作するＣＡＤシステムのこと。製品の設計ではなく設備や機器の納まりなど

の確認や見積積算に用いられることが多い。 

クライアント側に専用のソフトウェアをインストールする必要が無く、今までのＷｅｂアプリケ

ーションでは表現出来なかった図形処理が可能。  

※２：ＣＲＭ（カスタマー・リレーションシップ・マネジメント）  

情報システムを応用して企業が顧客と長期的な関係を築く手法のこと。詳細な顧客データベース

を元に商品の売買から保守サービス、問い合わせやクレームへの対応など、個々の顧客とのすべて

のやり取りを一貫して管理することにより実現する。  

※３：ＰＬＭ（プロダクト・ライフサイクル・マネジメント）  

製造業において、製品開発期間の短縮、生産工程の効率化、及び顧客の求める製品の適時市場投

入が行えるように、企画・開発から設計、製造・生産、出荷後のサポートやメンテナンス、生産・

販売の打ち切りまで、製品にかかわるすべての過程を包括的に管理すること。 

※４：ＣＩＭ（コンストラクション・インフォメーション・モデリング）  

建設生産システムの基軸を従来の２次元モデルから３次元モデルへ拡張し、データをコンピュー

タ上に構築・共有しながら統合的に調査、計画、設計、解析、施工、維持管理にいたる一連のワー

クフローを効率化するシステム。 

  

当第３四半期会計期間末の総資産は、1,754,623千円となり前事業年度末と比較し237,852千円増加

しました。これは主に、現金及び預金405,418千円、受取手形及び売掛金131,246千円並びに前払費用

25,809千円が減少したものの、トランスコスモスグループ内で余資を運用しており、資金運用の効率

化から当事業年度より四半期末に預け金を残としたことから預け金750,000千円が増加し、また、大

型案件の増加により、たな卸資産45,128千円が増加したためであります。 

（２）財政状態に関する定性的情報

（資産の部）
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当第３四半期会計期間末の負債は、431,259千円となり前事業年度末と比較し62,269千円増加しま

した。これは主に、その他流動負債が29,473千円減少したものの、前受金52,629千円及び賞与引当金

41,166千円がそれぞれ増加したためであります。 

当第３四半期会計期間末の純資産は、四半期純利益を173,779千円計上したことにより、前事業年

度末から175,582千円増加し、1,323,363千円となりました。 

  

平成25年7月26日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」において通期の業績予想の修正を行っ

ております。 

当社の事業は、製造業のＩＴ投資の動きや公共事業の発注動向など外部要因の影響を受けるため、今

後の業績見通しには不透明感もありますが、現状、事業全般は順調に推移しており平成25年12月期通期

の業績予想については、売上高2,250百万円（前年同期比6.5％増）、営業利益150百万円（前年同期比

146.4％増）、経常利益156百万円（前年同期比129.3％増）、当期純利益140百万円（前年同期比

118.6％増）を見込んでおります。  

  

該当事項はありません。  

  

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

（負債の部）

（純資産の部）

（３）業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 723,915 318,497

受取手形及び売掛金 302,219 170,972

商品 251 3,498

仕掛品 308,731 351,002

貯蔵品 1,997 1,606

預け金 － 750,000

前払費用 68,253 42,443

その他 5,008 3,814

貸倒引当金 △2,892 △2,023

流動資産合計 1,407,484 1,639,812

固定資産   

有形固定資産 28,223 28,573

無形固定資産 9,146 11,064

投資その他の資産   

差入保証金 62,289 61,922

その他 25,347 28,070

貸倒引当金 △15,719 △14,819

投資その他の資産合計 71,916 75,172

固定資産合計 109,286 114,810

資産合計 1,516,771 1,754,623

負債の部   

流動負債   

買掛金 103,562 99,418

未払法人税等 7,129 20,177

前受金 103,529 156,159

賞与引当金 15,217 56,383

受注損失引当金 16,952 4,900

その他 107,029 77,556

流動負債合計 353,420 414,595

固定負債   

長期未払金 2,732 2,732

繰延税金負債 2,361 3,296

資産除去債務 10,475 10,635

固定負債合計 15,570 16,664

負債合計 368,990 431,259
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 600,000 600,000

資本剰余金 391,755 391,755

利益剰余金 158,870 332,649

自己株式 △3,033 △3,033

株主資本合計 1,147,592 1,321,372

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 188 1,991

評価・換算差額等合計 188 1,991

純資産合計 1,147,780 1,323,363

負債純資産合計 1,516,771 1,754,623
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（２）四半期損益計算書 
 第３四半期累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 1,565,319 1,707,162

売上原価 1,189,716 1,198,737

売上総利益 375,603 508,425

販売費及び一般管理費 333,342 323,760

営業利益 42,261 184,664

営業外収益   

受取利息 2,940 4,464

受取配当金 197 101

貸倒引当金戻入額 2,899 1,769

その他 133 868

営業外収益合計 6,170 7,202

経常利益 48,431 191,867

特別損失   

リース解約損 273 －

特別損失合計 273 －

税引前四半期純利益 48,157 191,867

法人税、住民税及び事業税 2,835 18,149

法人税等調整額 △66 △62

法人税等合計 2,768 18,087

四半期純利益 45,389 173,779
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該当事項はありません。  

  

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １  セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社費用であり、主に本社管理部門の一般管理

費であります。 

２  セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １  セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社費用であり、主に本社管理部門の一般管理

費であります。 

２  セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

【セグメント情報】

(単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期損益計
算書計上額
(注２)ソリューション 

サービス事業
エンジニアリング 
サービス事業

売上高

  外部顧客への売上高 840,927 724,391 1,565,319 ― 1,565,319

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 840,927 724,391 1,565,319 ― 1,565,319

セグメント利益 104,614 117,264 221,879 △179,617 42,261

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期損益計
算書計上額
(注２)ソリューション 

サービス事業
エンジニアリング 
サービス事業

売上高

  外部顧客への売上高 921,034 786,128 1,707,162 ― 1,707,162

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 921,034 786,128 1,707,162 ― 1,707,162

セグメント利益 175,888 177,319 353,207 △168,542 184,664
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、当社は、法人税法の

改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産については、改

正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の

法人税法に基づく方法に変更しております。 

この変更による当第３四半期累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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